
（平成29年3月31日現在）

議案
　第１号議案　取締役３名選任の件
　第２号議案　監査役1名選任の件
　いずれの議案も異議なく承認可決

利益（損失）処分 当期未処理利益（損失） 614,266 千円

監査報告 　会計監査人及び監査役３名が監査を実施した結果、適法かつ正確で
　あった。

収支状況の
要点

当期純利益（損失） 59,554 千円

前年度との比
較

○営業利益は、57,233千円で、
　前期比 22,571千円（＋65.1％）の増益となった。

○経常利益は、85,851千円で、
　前期比 23,611千円（＋37.9％）の増益となった。

○当期純利益は、59,554千円で、
　前期比18,824千円（＋46.2%）の増益となった。

その他
（剰余金・欠
損金、設備投
資、資金調達
など）

○設備投資　①入国審査カウンター増設工事
　　　　　　②国際線共用カウンター共用チェックインシステム及び
　　　　　　　デジタルサイネイジシステム導入工事
○資金調達 　なし

従業員数 15 人

営業報告の要点

　北九州空港においては、国内線では、東京（羽田）線の年間旅客数が
約124万2千人（前期比－0.1％）となった。また、就航2年目を迎え
た名古屋（小牧）線は、年間旅客数が約6万2千人（前期比＋23.6%）
となった。
　これらの定期路線にチャーター便を加えた年間国内線旅客数は、約
130万4千人（前期比＋0.7%）で、過去最多となった。

　一方、国際線では、定期路線が約2年7ヶ月ぶりに就航することとな
り、10月30日に就航した中国（大連）線の旅客数は約1万1千人、ま
た、12月1日に就航した韓国（釜山）線の旅客数は約3万5千人、12
月13日に就航した韓国（仁川）線の旅客数は約2万7千人となった。
チャーター便では、韓国（襄陽）・韓国（務安）に連続チャーター便が
運航し、定期路線にチャーター便を加えた年間国際線旅客数は、約9万
8千人（前期比＋333.6%）となった。
  この結果、国内・国際定期路線にチャーター便を加えた年間総旅客数
は約140万2千人（前期比＋6.4%）となり過去最多となった。

　また、年間のターミナルビル来館者は約181万9千人（前期比＋
6.1%）であった。

　北九州エアターミナル株式会社の経営については、国際線定期路線の
就航に伴い、便数や旅客数が増加したことから、施設使用料収入等が増
加し、当期売上高は約800百万円（前期比＋9.0％）となった。

千円

本市の出資額 1,000,000 千円

本市の出資割合 28.4 ％

第三セクターの経営情報について

平成29年8月17日

港湾空港局空港企画課

報告対象団体 北九州エアターミナル株式会社

会社概要

会社の事業内
容

　北九州空港における貸室業及び空港利用施設の賃貸業等

資本金額 3,524,000
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